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年    度 主な議会改革の内容

平成19年度   4月：一般質問の一問一答方式を導入

平成20年度   6月：代表質問、一般質問のインターネット録画放映の開始

  3月：議会改革検討委員会にて議員定数削減の議論がなされたが、

  　　　次期選挙では現在の議員定数が適正であるとの結論となった。

  7月：安城市議会における市民アンケートを実施、アンケート結果を公開

 　 　　市民のアンケート結果に基づき議会の見える化と議会改革を進めることを確認
平成22年度

平成21年度

議会改革検討委員会において様々な議会改革の議論が本格的に始まった。

しかし・・・・・議員定数、議員報酬の議論は平行線！

議員定数については現行の３０名が適正との判断となったが、
市民は議会をどのように思っているのか？議会は今のままでいいのか？

市民アンケートを実施してその結果から、
改選後議会改革をさらに進める事で各会派が合意！



市議会は市民に対して開かれていると思いますか？

①15.0%

②15.9%

③31.2%

④37.1%

未0.9%
① 開かれている

② 開かれていない

③ どちらとも言えない

④ わからない

未記入

開かれていると答えた市民はたった１５％！



議会の
見える化
が必要！

開かれていない、どちらとも言えないその理由は？

①5.3%

②37.2%

③30.6%

④23.9%

⑤3.0%
① 意見が反映されない

② 活動がわからない

③ 市民との接点がない

④ 情報が少ない

⑤ その他

・議会情報がない、活動内容がわからない。
・市議会の具体的な動きが見えない。

＝＞ 情報発信する市議会と受け取る市民の双方が今一歩消極的である。



年  度 主な議会改革の内容
 6月：議会基本条例策定特別委員会の立ち上げ

議会の見える化として議会だより編集委員会の立ち上げ、議員の編集による議会だよりを発行
市民の意見が割れている中心市街地拠点施設建設に関する検討プロジェクトを立ち上げ

 9月：全議員参加による決算特別委員会を設置。各常任委員会で分科会を設置し分割付託
 8月：中心市街地拠点施設建設に関し議会として提言書を作成し市長に提出
  ９月：各会派にノートＰＣを配布（３人に１台程度）
 12月：中心市街地拠点施設建設に関する市民説明会を市執行部と共同で開催
 4月：閉会中の通告制質疑の実施(連続放火事件)
 7月：（仮称）マナー条例制定プロジェクトチームを立ち上げ、ポイ捨てふん害、歩行喫煙の防止

などを議論議員提案での条例化を目指すことで一致
 11月：神奈川県逗子市議会にタブレット端末の導入について議会運営委員会で行政調査を実施
 11月：議会報告会試行を実施
 4月：ポイ捨てふん害、歩行喫煙などの市民アンケートを実施
  6月：議会ICT化の議論が議会改革検討委員会で始まる
12月：安城市議会基本条例、安城市議会議員倫理条例を制定

安城市さわやマナーまちづくり条例を制定 (議員提案による初の本格的政策条例を制定)
 4月：議員定数を30名から28名へ2名削減で選挙を実施
 5月：FAXを廃止し電子メールに移行
 6月：議会ICT推進プロジェクトチームを立ち上げ、安城市議会のICT化について議論を開始
 2月：全議員協議会より、タブレット端末を導入
 4月：スマートフォン、タブレット端末への議会録画映像の配信
 5月：議会のペーパーレス化を進める
 8月：議場、委員会室等のWifi化を実施
 9月：インターネットライブ中継の実施

平成27年度

平成2８年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度



平成２７年６月２３日に第１回の会議を開催し、3月14日まで

計１５回の会議を開催！（月に1～2回開催）

メンバー 6名（座長１名、副座長１名）

16人会派 →２名選出、

３人会派 →１名選出×３会派、

諸派(３人)→１名選出



①議会運営の効率化
・迅速化

・ペーパーレスの推進
・コピー、製本、差し替えなど事務作業の軽減、

業務スピードの向上

②議会の見える化
・魅せる化

・議会のライブ中継、ＳＮＳ（facebook,twitter）の活用など
議会情報の積極的公開

・議場のＩＣＴ化など分かり易い議会運営および議会の魅せる化
・大型スクリーン導入、説明資料および持ち込み資料の電子化

③危機管理体制の
強化

・災害情報の共有化および情報伝達の迅速化
・議会ＢＣＰ整備

④議会の活性化
議員の資質向上

・情報伝達の迅速化、議会スケジュールおよび情報共有による
事務作業の確実性の向上、エビデンス性の確保

・情報ソースの拡大、市民への迅速な情報開示

論点整理１：議会ＩＣＴ化の目的は？



論点整理２：議会ＩＣＴ化推進の主な効果は？

①定量効果 ・業務プロセス改革による
事務作業の効率化・迅速化

特に人件費
ペーパーレス（紙の削減）
事務スピード改善

・市民からの相談、陳情・請願件数

②定性効果 市民からの議会運営の
満足度、信頼度、議員活動のしやすさ

＝＞ 市民と繋がる！
議会・議員の見える化！活性化！

（ユビキタス、オンデマンド、モバイル）



＝ 主なＩＣＴ推進ＰＴの実施・検討事項 ＝

①現状調査 ＩＣＴ化に対する議員の意識調査

②ＩＣＴベンダーへのヒアリング、近年のＩＣＴトレンド調査

③市執行部との意見交換、推進体制の検討

議会ＩＣＴ化の目指す姿と実施事項・計画の明確化！

④システム構成、導入機器、費用の検討 ICTが苦手な議員でも使える環境

(グループウエア、ビュワー・電子会議システム、タブレット端末など)

⑤利用規約、費用負担など議会のルールを作成

⑥ 議員の操作およびリテラシー教育 全議員の足並みを揃え丁寧なICT化推進
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市執行部からは前向きな回答はなく、議会単独でのＩＣＴ化へシフト！

企画課・経営管理

課・情報システム課

を交えて、様々な

提案をしてきたが

・・・・・

議会との温度差
は明らか！

庁内全体での業務プロセス改革！
業務の効率化・スピード化
付加価値の創造
分り易い市民への行政情報公開
オープンデータ化

【 紙資料現状把握 】

議会ＩＣＴ化は

議会単独か？市執行部との協業か？



第１章 － 総 論 －

「市民に開かれた市議会」のなお一層の実現と効率的で迅速な議会
運営、議会の活性化、危機管理体制の強化などさらなる議会改革

第２章 － 基本的な考え方 －

Ａctive ： 効率化・活性化など議会改革を積極的に推進する
Ｎext ： ＩＣＴを積極的に活用した次代の議会運営を行う
Ｊoin ： 市民と繋がる（議会への市民参加と関心の向上を図る）

Ｏpen  ： 議会情報を分かり易く市民に公開する

第３章 － 議会ＩＣＴ化推進事業計画 －

・７分野２９項目のＩＣＴ化事業を４年間で実施！



グループウエア
電子スケジュール、電子掲示板、メールなど

＝＞ 国内シェアNO1のサイボウズ！

安城市議会でも試行導入している会派も有り

電子会議システム
富士ソフトMoreNote、東京インタープレイSideBooks

の２つに絞り比較検討を実施！

（機能、操作性、セキュリティ、保守サポートなど）

タブレット端末
Windowsﾀﾌﾞﾚｯﾄ、Android、Ipad、

画面サイズ９．７インチ、１２．９インチ

導入方法は？買い取り、レンタル、リース・・・・

費用負担は？公費、政務活動費、私費・・・・

ＷｉＦｉ環境の整備（議場、委員会室）
携帯電話キャリアとＷｉＦｉ環境でネットワークの冗長化

端末を統一するか？



電子会議システムの選定
ｍｏｒｅＮＯＴＥ ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ

カテゴリ 内容 富士ソフト 東京インタープレイ

対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ △(windows8まで） △（ブラウザベース）

ＩＯＳ ○ ○

Ａｎｄｒｏｉｄ ○ ○

対応ファイルフォーマット ＰＤＦ ○ ○

ＯＦＦＩＣＥ製品 △（ＩＯＳのみ） △

デジタル図書 × ○

画像 ○ ○

動画 ○ ○

テキスト ○ ×

文書閲覧 フォルダ作成 △（３階層まで） ○

権限管理 ○ ○

文書追加 ○ △（Dropbox、ituneなど）

ファイル検索 ○ ○

テキスト検索 ×（ファイル単位） ○

文書管理 手書きメモ ○ ○

消しゴム ○ ○

テキスト入力 × ○

図の挿入 × ○

付箋 △ ○

文書内サムネイル表示 × ○

セキュリティ ファイル暗号化 ○ ○

通信暗号化 ○ ○

端末認証 ○ ○

IPアドレス制限 ○ ×

アプリデータ遠隔削除 ○ ○

ログイン失敗時ロック ○ ×

アクセスログ管理 ○ ○

保守サポート 国内データセンター ○ ○

システム構築 ○ ○

ユーザー教育 ○ ○

企業信頼度 ○（東証一部上場企業） △（ベンチャー企業）

費用 初期費用 ×（約５０万円） ○（８万円） 同一条件で評価ができない

維持管理コスト ○（２万円/月） △（７万５千円/月）

総合評価

◎ ○

○ ○

○- ○＋

○◎

△

◎△

○○

○

評価項目
備　　　考

◎

○

評価評価 操
作
性
を
重
視
し
て

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
に
決
定
！



1
5

iPad Air 2より

78%大きい

iPad Air 2

9.7インチ

iPad Pro iPad mini 4

7.9インチ12.9インチ

＝ ＩｐａｄＰｒｏを採用した理由 ＝
・全議員が一斉にタブレットを活用するため機種は統一した方が操作教育しやすい
・操作が簡単で操作の標準化がしやすいＩｐａｄ（IOS）を選択（簡単に操作できる）
・画面サイズはＡ４資料がそのままのイメージで参照できる１２．９インチを採用
・１２．９インチならば予算書などの見開きページの資料も参照できる



データ定額 ３年３ヶ月のレンタルプラン

1

月額費用（見積り）
インターネット接続基本料 ３００円

データ定額パック（７ＧＢ） ３，０００円
端末レンタル料（１２８ＧＢ） ３，５８０円

ユニバーサルサービス料 ２円
保守パック ３００円
レンタル割引額（１２８ＧＢ） －３，０２０円

合 計 ４，１６２円

＝ ＩｐａｄＰｒｏの導入費用・形態など ＝
・公費：２，５００円、政務活動費：２，０００円 私費：負担なし（執行部の反対）
・契約形態はレンタル ＝＞ ○買い取りだと市の資産となり市のｾｷｭﾘﾃｨﾎﾟﾘｼｰに準拠

する必要がある（庁舎外に持ち出しができない）
○故障・修理は無償で対応
○紛失も２回/年までは無償で対応

約4,500円（税込）

（すべて税抜）



項 目 導入費用 ランニングコスト

グループウエア 285,000円 183,000円/年

会議システム 173,000円 972,000円/年

タブレット利用料 - 1,780,000円/年

議場Ｗｉｆｉ整備 3,100,000円 200,000円/年

本会議ライブ中継
ほかネット回線料金

729,000円
212,000円

1,348,000円/年 
120,000円/年

その他備品等 100,000円

（平成３０年度現在）



タブレット端末を持ち出して議員活動を行うことが前提
・議会・庁舎内だけでなく行政調査、普段の議員活動で利用する

・常に携帯することによってリテラシーの向上を図る

必要最低限の約束事を取り決め
・標準のソフトはグループウエアとペーパーレス会議システム

・端末の初期設定は行うが必要なソフトウエアは各自で判断して

インストールを行う

・議員活動とは無関係な用途に用いることは禁止

（議会中に録音、録画、音を出す、外部とのやり取りは禁止）

市民への説明は自己責任











８割以上

39%

５割以上

25%

３割以上

36%

ほぼ紙の

み0%

閲覧した

24人

86%

閲覧しなかった

4人

14%

【会議前日までに電子資料を閲覧したか】【タブレットの活用度】

Ｈ28.3実施

ある※2
64%

ない
36%

【会議システムの使用
方法で不明な点があるか】



当初計画では１年間紙と電子の併用としていた
・議会の混乱、タブレット不慣れな議員への配慮

しかし・・・・3月定例会実施後、議案書などの紙は不要との声が

議員から挙がる！

5月臨時会は議員の希望を募り紙を配布（議員９人）

6月定例会開催前に各会派で今後の議会運営について協議した結
果、議案書などの紙は各会派に原則一部づつ配布し、議場では全

議員タブレットを活用することで一致！（一般質問などメモ書きは配布）

定例会前に毎回全議員対象にタブレット利用講習会を開催

定例会資料を使用した操作練習、便利な機能・ツールの紹介、ﾘﾃﾗｼｰ向上
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費用対効果の算出結果 ： ２２２万円/年削減（平成２９年度実績）
ランニングコスト ３１３万円 システム利用料、タブレットレンタル費など
効果金額 ５３５万円 人件費、印刷製本費、ＦＡＸ廃止など



【電子スケジュールシステムの利用状況】 【ペーパーレス会議システムの利用状況】

【行政調査でのタブレットの利用状況】
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行政調査資料の閲覧

（平成28年８月２９日・３０日実施）





●議会の情報公開徹底！迅速な情報開示
政務活動費の月別使途別、上程議案に対する個人別賛否の公開

●アンケート、問い合わせフォームで市民の声を吸い上げるとともに、
ＳＮＳ等で議会活動状況を積極的に公開！

●安城、安城市議会のイメージ向上（議会におけるシティプロモーション）
キャッチコピー、ＰＲ動画、議会の堅いイメージの刷新

●見易さ、分かり易さ、操作性、にこだわったホームページレイアウト

●小中学生にも議会・政治に興味を持ってもらい、政治の大切さ、選挙権
を持った時に政治参加する動機付けを促す





【 議員個人別の賛否の表示（審議結果） 】

【 地元アマチュア俳優によるＰＲ動画 】 【 キッズページ 】



【 市民アンケート結果（平成２９年１２月実施） 】

ホームページリニューアルは市民からも好評を得た！



リニューアル後、アクセス実績は約２．２倍に増加！



＜ 導入目的 ＞
・議会の魅せる化！議会発信のシティプロモーション（市民や他自治体の関心を集める）
・分かり易い議会運営とよりリアルタイムな情報発信（採決の個人別表示、ＬＩＶＥ中継）
・議会事務局の事務作業低減（議員個人賛否のエクセル表の自動生成）
・電子採決システム導入コストの低減

安城市議会がタブレットを活用した電子採決システムの開発に全面協力！



【 9月27日(木)の中日新聞朝刊 】

【 9月７日(金)の中日新聞朝刊 】

= 平成３０年９月２６日（水） =

平成３０年第３回定例会閉会
日に電子採決システムを導入
し３１議案を電子採決！

大きなトラブルはなくタブレット
を活用した電子採決システム
の実証実験は成功を収める。

今後の本会議の採決は全て
電子採決を採用する事とし
た。



平成３０年９月現在
進捗率：８６％



①ペーパーレス会議システムの使い勝手の向上
・手書き入力などの改善（遅い、各種入力補助ツールの採用）

・編集画面と閲覧画面の切り替えの簡易化（議案の説明が早いと追いつかない）

②改選後のタブレットの入れ替え、共有データの保存期間

や個人データとしての保存方法
・3年後の議員改選時のタブレットの更新・保存データの取り扱いについて

③利便性とペーパーレス化のバランスの追及
・あくまでも議会の効率化、迅速化、議員活動の充実が狙い！

ペーパーレス化自体が目的ではない。

・予算書、決算書取り扱いの方向性？平成２８年度は全議員に製本して配布

④定期的なフォローアップ講習の実施

・タブレットの基本操作、便利な機能紹介や議員活動に役立つソフト紹介など



・議員主導でのＩＣＴ推進！
（若手議員による推進とベテラン議員の理解）

・ＩＣＴが苦手な議員をターゲットにした推進体制

・ペーパーレス会議だけにフォーカスせずにＩＣＴ化の
メリットを全体的に検討する

・無理に紙資料を電子化データに完全移行しない！

・議会毎に議員主体で操作講習会を実施し全議員のスキルを
底上げする（議員同士で教え合う風土）

・タブレットを議場以外の議員活動でも利用できる環境を
整備してＩＣＴ化の便利さを体現する



Active Next Join Open!



1 4月19日 東京都葛飾区
議会運営及び議会改革について（ＩＣＴ化の
検討）タブレット導入にあたっての検討
導入しての現況

18 11月7日 新潟県上越市 タブレット端末の導入について

2 5月12日 滋賀県長浜市
議会ＩＣＴ化の主な取り組みについて
安城市議会ＩＣＴ推進基本計画について

19 11月8日 愛知県大府市 議会のＩＣＴ化（タブレット端末）について

3 6月28日 愛媛県四国中央市 議会ＩＣＴ推進基本計画について 20 11月9日 京都府京丹後市 タブレット端末導入の経緯と運用状況について

4 6月30日 愛知県西尾市 iPadの導入について 21 11月15日 長野県長野市 議会改革と議会ＩＣＴについて

5 7月11日 秋田県湯沢市 議会のペーパーレス、ＩＣＴ化について 22 11月16日 豊田市議会 議会ＩＣＴについて

6 7月26日 東京都羽村市 タブレット端末の導入について 23 11月18日 福岡県岡垣町
ICT推進基本計画について
タブレット端末の導入経過と活動状況
ペーパーレスの効果

7 7月28日 愛知県知立市 議会ＩＣＴ化について 24 12月21日 秋田県横手市
タブレット端末を活用した議会運営について及び情
報交換

8 8月4日 兵庫県姫路市
議会ＩＣＴ化への取り組みについて
議会改革全般

25 1月12日 三重県松阪市 議会ＩＣＴ化について

9 8月4日 静岡県御殿場市 Ｉ議会ＣＴ推進基本計画について 26 1月23日 愛知県碧南市 議会ＩＣＴについて

10 8月17日 海部郡蟹江町 議会のＩＣＴ化について 27 1月24日 福井県越前市 ＩＣＴタブレットについて

11 9月28日 栃木県宇都宮市 議会ＩＣＴ化に取り組みについて 28 1月25日 兵庫県たつの市 議会ＩＣＴ、議会改革について

12 9月30日 神奈川県厚木市 タブレット端末の導入について 29 1月27日 奈良県生駒市 議会ＩＣＴについて

13 10月3日 福島県福島市 議会ＩＣＴ化の取り組みについて 30 1月30日 愛知県岡崎市 議会ICT化の取り組みについて

14 10月13日 京都府長岡京市
議会改革について
議会ＩＣＴ化の取り組みについて
議員提案による条例の制定について

31 2月1日 静岡県沼津市 議会改革の取り組みについて

15 10月14日 長野県松本市 議会ＩＣＴ化の取り組みについて 32 2月2日 新潟県長岡市 議会ＩＣＴについて

16 10月17日 福井県坂井市 議会タブレット端末の導入について 33 2月7日 愛知県豊明市 議会ＩＣＴについて

17 11月1日 宮崎県日向市 全庁的なペーパーレス化について 34 2月10日 広島県福山市
タブレット端末導入導入の経緯、
活用状況

No 月　日 議  会  名 No 月　日 議  会  名 調　査　事　項調　査　事　項



1 4月27日 愛知県小牧市 議会におけるタブレットの活用について 15 11月15日 北海道旭川市 議会ICT化について

2 5月24日 沖縄県
議会ＩＣＴ推進の概要と経過、タブレットの貸与
を含むペーパーレス化への対応について

16 1月16日
山梨県

市議会議長会
議会ICT化の取り組みについて

3 6月28日 滋賀県彦根市 議会のICT化について 17 1月18日 埼玉県志木市 議会におけるICT化について

4 7月12日 大阪府箕面市 議会のICT化の取り組みについて 18 1月19日 東京都東村山市 議会運営・議会改革について

5 7月24日 富山県高岡市 タブレット端末の導入について 19 1月22日 長野県茅野市 タブレット端末の活用について

6 8月3日 兵庫県赤穂市 議会におけるICT化について 20 1月24日 埼玉県越谷市 議会活性化等の取り組みについて

7 8月21日 長崎県佐世保市
タブレットの端末の活用について、当該定例会
において付議する請願の提出期限について

21 1月25日 岡山県岡山市 議会運営全般、議会ICT化の推進について

8 10月3日 山口県防府市 議会ＩＣＴ化について 22 1月29日 熊本県人吉市
議会改革について（特にタブレット端末の活用
について）

9 10月5日 北海道室蘭市 議会におけるＩＣＴ化の取り組みについて 23 1月31日 京都府精華町 議会改革について

10 10月6日 尾張旭市 議会のＩＣＴ化について 24 2月5日 常滑市 議会ICT化の取り組みについて

11 10月13日 京都府南丹市 議会ＩＣＴ化の取り組みについて 25 2月6日 埼玉県蕨市 議会ICT及び議会改革の取り組みについて

12 10月18日 栃木県足利市 議会ICT推進基本計画について 26 2月8日 広島県大竹市 議会IICT化について

13 11月2日 大阪府豊中市 議会ICT化の取り組みについて 27 2月13日 京都府舞鶴市
議会におけるICT化及び安城市さわやかマ
ナーまちづくり条例について

14 11月14日 愛媛県四国中央市 タブレット端末の導入について

No 月　日 議  会  名 調　査　事　項No 月　日 議  会  名 調　査　事　項



中日新聞、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞など

【 2/28中日新聞朝刊 】 【 2/13毎日新聞 】



【 9/26中日新聞朝刊 】



月刊MacFun平成２８年6月号（4/28発売）




